
(4)
拙
著
『
浄
土
三
部
経
の
研
究
』
(
岩
波
書
宿
、
二

O
O七
年
)
の

μ

頁
日
行
目

R
E
島由
Z
3
を
£
田

B
S什∞同盟
(
p
u
-
g由
也
)
ョ
に
、
ま
た

幻
頁
2
行
目
「
一
本
(
倒
)
」
を
「
一
一
本
(
伺
倒
)
L

に
訂
正
す
る
o

(
5
)
R
F
同吋問。吋切口
FHMmwa
〈
田
町
ぐ
可
国
}
話
回
目
可
P
3
V
U『
司
自
己
国
田
耳
目
由
。
P
旬。ロ回目

d
d司
。
出
回
立
目
白
口
出
回
ロ
再
開
国
NEMovg
露
間
仲
田
出
品
P
5
n
F
E
W
E
R丘問

s
p
y
-
h
a
s
R号
、
喝
な

S
H
Fぬ
め

n
F
3占
WHENN尽
き
冒
国
国
富
出

a
E
a

回向。お宮句町、刷、
S
〈
OH
同
吉
田
-
。
.
問
。
ロ
ロ
g
p
H
V
E
E
ロ闘い。。凶
)

w

沼
Y

H
4也
E
M
H
A
P
-

(6)
拙
著
、
前
掲
量
宍
二
八
|
二
九
頁
参
照
。

(7)
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
詳
細
は
、
同
右
、
五
七
六

O
頁。

(
8
)
漢
訳
の
詳
細
は
、
同
右
、
三
五
五
六
頁
。

(9)
以
下
、
阪
本
(
後
藤
)
純
子
函
是
号
由
民

4
3
Z
の
韻
律
と
言
語
|

歎
仏
傷
・
重
誓
偶
」
(
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
十
二
巻
第
二
号
、
一

九
九
四
年
、
横
組
一
四
人
一
五
三
頁
)
、
同
「
ω己
昏
雪
田
町
司
同

E

〔
党
文
無
量
寿
経
〕
歎
仏
偶
i
原
典
批
判
と
訳

l
m序
・
第
一
傷
」

(
『
人
文
研
究
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
必
巻
第
8
分
冊
、
一

九
九
六
年
、
五
五
|
七
九
頁
)
参
照
。

原
始
仏
教
聖
典
の
二
面
性

l
l現
実
的
か
非
現
実
的
か
|
|

序

(
叩
)
前
出
『
写
本
集
成
』
上
巻
、
四
五
八
頁
脚
注
2
参
照
。

(
江
)
同
右
、
脚
注
3
参
照
。

(
ロ
)
拙
著
、
前
掲
書
、
三
一
一
九
三
二
ニ
二
頁
。

(
日
)
同
右
、
二
一

O
四
!
一
一
一
一
一
頁
。

(
弘
)
以
下
、
悉
曇
本
の
詳
細
は
、
同
右
、
一

O
七
i
二

O
頁。

(
日
)
句
史
札
門
出

F
H
a
-
h
g
E
皇、宮、。
3
Cロ
H
S
N
b句
私
自
一
同
ー
と
句
、

4
S
F

』γ
恥守、ロミ

N
E
5
F
ミ
3
・a
5
S
S
E
-
s
m
g
E仲
間
弘
司
白
血
在
日
白
血
足

回
自
由
ヨ

-uh。
-
-
国
・
同
点
江
田
弘
司
・
H
H
U
E
H
N
0
・J

〈
。
-
-
同
・
回
『
匝
ロ
包
B
r

-shzza(gr可。
h
Z
H
E
2
5
5ロ回
E
S
O
R
n
v
z
m仲宗国件。

同S
E
4
8
8島
国
民
昏
。

H
o
m
w
F
E
g
Z足
許
可
w
M
O
S
)
・

(
日
)
拙
著
、
前
掲
書
、
二
一
|
一
一
一
一
一
頁
参
照
。

(
げ
)
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
詳
細
は
、
同
右
、
一
二
六
|
一
二
八
頁
。

(
路
)
漢
訳
の
詳
細
は
、
同
右
、
二
七
|
一
一
一
六
頁
。

(
川
町

)
2
同
盟
問
2
g
p
同
居
乱
暴
宣
担
、
宝
札
匂
日
君
主
H
N】
弘
司
法

SEw司、

国

2・』混同時々
Q

円相、』
U
3
3由
時
三
島

3
5ミ
hg主
担
、
室
内
出
ぬ
Q

君
主
悼

の
3
5
5
5
唱・

M
g・
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ネナ

上

真

Eう

フじ

て
、
新
古
の
問
題
を
追
究
す
る
研
究
が
あ
る
。

ま
ず
原
始
仏
教
を
取
り
上
げ
る
場
合
に
、
我
々
が
直
面
す
る
の
は
聖
典
の
成
立
史
の
問
題
で
あ
る
。

韻
文
資
料
と
散
文
資
料
と
に
分
け

韻
文
資
料
が
古
く
散
文
は
新
し
い
と
い
う
考
え
の
下
に
、
多
く
の
論
文
が
発
表
さ
れ
膨
大

な
著
作
が
公
刊
さ
れ
て
き
た
。
中
村
元
(
一
九
一
二
九
九
)

巻
(
原
始
仏
教
I
1
班、

一
九
九
二
|
九
五
)

の
「
中
村
元
選
集
[
決
定
版
]
」
第
一
一
巻
か
ら
第
一
八
巻
に
い
た
る
全
八

は
、
原
始
仏
典
の
中
で
韻
文
資
料
(
最
古
層
は
め
ロ
・
四
章
、
五
章
)
が
古
く
、
散
文
資
料
が

新
し
い
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
韻
文
資
料
を
軸
に
し
て
最
初
期
の
仏
教
を
詳
細
に
描
く
。
そ
し
て
そ
の
新
古
の
基
準
を
も
考
察
し
て
い

る
原
始
仏
教
聖
典
の
中
に
或
る
纏
ま
っ
た
思
想
が
あ
る
と
考
え
る
の
か
。
そ
れ
と
も
脈
絡
の
な
い
雑
多
な
矛
盾
も
あ
る
諸
々
の
思
考
・
思

筆
者
の
立
場
は
、

索
の
寄
せ
集
め
に
過
ぎ
な
い
の
か
。
こ
こ
が
見
解
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

中
村
元
の
立
場
は
ほ
ぼ
後
者
に
近
い
。

前
者
に
あ
っ
て
、
仏
教
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
基
本
的
な
思
考
法
を
発
掘
し
て
、
再
構
成
し
た
い
の
で
あ
る
。
本
稿
も
ま
た
そ
の
一
環
で

21 



あ
る
。
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韻
文
資
料
が
古
い
と
い
う
見
方
は
、
複
数
の
伝
承
(
例
え
ば
、
パ
l
リ
、
漢
訳
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
)
が
、
共
通
に
一
致
し
て
伝
え
て
い

る
場
合
に
お
い
て
は
、
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
疑
問
に
な
る
。
韻
文
資
料
は
、
同
じ
パ

l
リ
伝
承
に
限
つ

て
も
、

一
傷
、
半
備
、
四
半
備
の
単
位
で
移
動
し
、
ま
た
付
加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
傾
向
の
発
見
は

世
尊
が
諸
説
法
に
向
か
う
途
中
で
出
会
っ
た
乞
食
行
者
ウ
パ
カ
と
交
わ
し
た
と
い
う
こ
と
ば

(話『
H

・H
・-u
・
∞
散
文
と
偏
)
に
つ
い
て

の
諸
伝
承
(
村
上

[
8
0
∞
]
「
諸
法
考
」
『
仏
教
研
究
』
第
三
六
号
六
九
|
八
二
頁
)

教
団
成
立
途
上
に
お
け
る
魔
と
世
尊
と
の
備
に
よ
る
応
答
(
お
『
H

・H
・、
.
N
H
)

に
つ
い
て
の
諸
伝
承
(
村
上

[
M
g
@
]

「
諸
法
考
」
『
仏
教

研
究
』
第
三
七
号
二
四
l
二

O
頁
)

な
ど
の
比
較
対
照
と
分
析
か
ら
導
か
れ
た
。
備
の
伝
承
に
は
異
同
が
多
く
、
共
通
の
古
い
原
型
を
見
出
す
の
が
、
必
ず
し
も
容
易
で
は
な

ぃ
。
つ
ま
り
韻
文
は
そ
れ
ほ
ど
強
固
な
伝
承
の
核
と
は
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
こ
で
韻
文
(
傷
)
が
古
く
か
ら
固
定
し
て
変
化

を
受
け
る
こ
と
が
少
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
見
方
は
成
立
し
な
い
。
仏
典
に
は
備
を
増
広
す
る
傾
向
や
、
新
た
に
備
を
付
加
す
る
傾
向
も

あ
る
。
む
し
ろ
こ
れ
に
反
し
て
、
散
文
の
部
分
の
趣
旨
は
変
わ
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
原
始
仏
教
の
基
本
的
体
系
は
、
実
は
散
文
に
よ
っ

て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
四
諦
も
十
二
縁
起
も
諸
々
の
修
行
法
も
散
文
で
伝
え
ら
れ
、
し
か
も
諸
伝
承
の
聞
に
お
い
て
、
相
違
が
殆
ど
な
い

の
で
あ
る
。

魔
大
な
原
始
仏
典
が
、
同
一
時
に
成
立
し
た
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
の
は
本
当
で
あ
る
。
仏
世
尊
が
説
法
し
た
期
間
は
四
十
五
年
間
に

及
ぶ
と
推
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
も
、
新
古
の
層
が
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る
。
経
典
相
互
の
聞
に
お
け
る
引
用
や
言
及
か
ら
前
後

関
係
を
推
定
す
る
方
法
は
、
曾
て
宇
井
伯
蕎
〔
M
g
m
]
が
採
用
し
て
い
る
。
そ
し
て
プ
ツ
ダ
ゴ

1
サ
の
九
分
教
に
つ
い
て
の
註
釈
を
も

臨
意
に
採
用
し
て
、
原
始
仏
教
聖
典
の
新
古
の
層
を
次
の
よ
う
に
想
定
し
た
。

ー
、
パ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ

2 

a.
ス
ツ
タ
ニ
パ

l
タ
初
四
束
、
相
応
部
第
一
有
偏
来

b
.
イ
テ
イ
ヴ
ッ
タ
カ
、
ウ
ダ
i
ナ

c.
相
応
部
第
二
因
縁
東
第
一
一
編
初
八
小
索
、
長
部
中
部
の
七
経

3
、
ジ
ャ
l
タ
カ
二
八
経
、
増
支
部
中
部
の
十
経
(
「
印
度
哲
学
研
究
第
二
』
一
六
五
頁
)

こ
こ
か
ら
「
経
集
(
ぬ
E
S
'足、
a
F
N
F
H
)
』
の
第
五
章
「
パ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
」
が
古
い
と
い
う
見
方
が
、

一
般
に
定
着
す
る
こ
と
に
な
り
、

そ
れ
に
次
ぐ
の
が
同
第
四
章
(
〉
S
F島内

Zm長
官
)
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
に
関
し
て
中
村
元
口
密
色
は
、
「
『
ス
ツ
タ
ニ
パ

l
タ
』
は
特
に
古
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
第
四
章
(
ア
ツ
タ

カ
ヴ
ア
ツ
ガ
)
と
第
五
章
(
パ
ー
ラ
ー
ヤ
ナ
・
ヴ
ア
ツ
ガ
)
と
は
最
も
古
く
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
」
(
『
ブ
ツ
ダ
の
こ
と
ば
』
四
三
五

頁
)
と
述
べ
て
い
る
。
中
谷
英
明

[
N
8
0
]

「
ス
ツ
タ
・
ニ
パ

1
タ
に
お
け
る
昏

B
Eの
意
味
」
(
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
七
一

号
一
七
|
四
二
頁
)
は
、
そ
の
第
四
章
が
最
も
古
く
、
第
五
章
が
こ
れ
に
次
ぐ
と
す
る
。
こ
れ
は
、
宇
井
説
と
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。

原始仏教聖典の二面性(村上)

こ
の
よ
う
な
見
方
や
方
法
論
に
対
し
て
、
私
は
、
散
文
経
典
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
い
。
散
文
経
典
な
し
に
は
、
纏
ま
っ
た
体
系
が
見

え
て
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
中
村

[ES]
『ゴ

l
タ
マ
・
ブ
ツ
ダ
I
」
(
第
一
一
巻
四
七
頁
)
に
は
体
系
と
い
う
視
点
が
な
く
、

む
し
ろ
「
仏
教
そ
の
も
の
は
特
走
か
教
義
b
い
ト
レ
か
が
か
い
ご
と
い
う
。
こ
れ
を
私
は
疑
う
。

最
近
で
は
聖
典
の
新
古
問
題
を
扱
う
文
献
学
的
な
研
究
に
つ
い
て
の
批
判
が
あ
る
。
宮
元
啓
一

[
M
g
u
]
「
仏
教
か
く
始
ま
り
き
|
|

パ
l
リ
仏
典
『
大
品
」
を
読
む
|
i
』
(
春
秋
社
)
は
、
中
村
元
の
文
献
学
的
研
究
法
と
そ
の
成
果
を
退
け
る
。
ま
た
「
プ
ッ
ダ
論
理
学
」

を
発
掘
し
た
石
飛
道
子

[
M
g
u
]
『
ブ
ツ
ダ
論
理
学

五
つ
の
難
問
」
(
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
)
が
、
「
ブ
ツ
ダ
の
言
葉
は
完
全
に
保
存
さ

れ
て
い
る
」
(
一
七
九
頁
)
と
い
う
。
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そ
れ
で
は
文
献
学
的
な
考
察
、
特
に
新
古
の
問
題
は
、
も
う
無
用
な
の
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
特
に
以
下
に
も
触
れ
る
よ

24 

う
に
、
単
語
、
と
り
わ
け
術
語
の
一
つ
一
つ
の
意
味
の
考
察
と
そ
の
確
定
の
た
め
に
も
、
文
献
学
的
な
研
究
・
考
察
の
領
分
が
多
い
。
信

頼
に
足
る
頼
る
べ
き
パ

l
リ
語
辞
典
も
未
だ
に
無
い
わ
が
国
に
お
い
て
、
し
か
も
な
お
原
典
に
も
、
漢
訳
原
文
に
も
、
意
味
不
明
な
語
句

と
箇
所
が
少
な
く
な
い
現
情
況
に
お
い
て
は
、
文
献
学
的
な
研
究
や
考
察
な
し
に
は
、
何
も
研
究
が
進
ま
ず
、
何
も
分
か
ら
な
い
で
は
な

い
か
。
こ
れ
が
こ
の
間
題
に
つ
い
て
の
私
の
感
想
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
今
本
稿
で
は
、
聖
典
の
内
容
に
つ
い
て
、
我
々
か
ら
見
て
現
実
的
な
も
の
と
し
て
実
感
で
き
る
教

え
か
、
非
現
実
的
で
実
感
し
難
く
空
想
的
非
合
理
的
と
思
わ
れ
る
言
説
か
、
と
い
う
二
点
か
ら
、
考
え
て
み
た
い
。

但
し
、
先
ず
「
現
実
的
」
と
い
う
用
語
自
体
が
問
題
で
あ
る
。
「
合
理
的
(
理
性
的
)
な
も
の
が
現
実
的
で
あ
り
、
現
実
的
な
も
の
が

合
理
的
(
理
性
的
)
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
言
説
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
私
は
そ
う
で
は
な
く
て
、
こ
こ
で
は
合
理
的
(
理
性

的
)
な
も
の
か
否
か
を
詮
索
す
る
以
前
の
段
階
を
考
え
る
の
で
あ
る
。
私
な
り
に
は
「
現
実
的
」
な
も
の
と
は
、
先
ず
自
分
の
身
を
も
っ

て
、
五
感
と
心
を
も
っ
て
直
接
的
に
知
り
得
る
・
知
覚
で
き
る
・
実
感
で
き
る
・
意
識
で
き
る
・
経
験
し
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

で
あ
り
、
経
験
と
体
験
に
照
ら
し
て
実
感
で
き
・
確
認
で
き
・
納
得
で
き
る
よ
う
な
も
の
や
こ
と
を
考
え
る
。

仏
教
に
は
、
不
合
理
な
こ
と
・
現
実
的
に
は
あ
り
え
な
い
こ
と
で
も
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
伝
統
は
、

一
般
的
で
は
な
い
。

先
ず
原
始
仏
教
聖
典
の
中
に
は
、
誰
で
も
身
と
心
を
も
っ
て
知
り
得
る
H
実
感
で
き
る
、

い
わ
ば
各
自
の
現
実
的
な
経
験
に
訴
え
る
よ
う

な
基
本
的
な
立
場
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。

『
世
尊
が
よ
く
説
か
れ
た
法
(
教
え
、
真
実
、
こ
と
わ
り
)
は
、
現
に
目
の
あ
た
り
に
体
験
で
き
る
も
の
で
あ
り
(
由
自
色

E
E
E
)、

時
を
隔
て
ず
、
「
来
た
ま
え
・
見
て
ご
覧
」
(
巾
苧
宮
田
明
野
白
)
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
導
く
も
の
で
あ
り
、
識
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
自

ら
知
る
べ
き
も
の
で
あ
る
o
」
(
宮
島
区
戸
釦

g
F
m
m白
g
g
門医
m
H
H

回
目
。
由
自
主
音
宮
島
m
F
E
W
C
岳山匂盟国内
5
0宮
ロ
担
当
日
W
O
M
gロ

g注
目
MM

g門町
S
F
V
O
丘
段
呂
町
丘
ロ
ロ
・
3
・8
u
M
H
4
w
M
M
N
h
N
∞弘・

H
・3
b
E
H
Y
H
H
斗・∞
W
2
n
-
w
a
N
N
G
-
Z
0
・H
u
g
w
ω
g
v
)

し
か
し
一
方
で
は
現
実
と
は
思
え
な
い
・
超
自
然
的
な
超
人
間
的
な
超
能
力
の
実
現
や
、

一
見
空
想
的
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
非

現
実
的
な
神
通
・
神
変
の
物
語
も
ま
た
多
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
前
者
(
各
自
の
現
実
的
な
実
経
験
に
訴
え
る
経
文
)
が
後
者
(
非
現
実
的

な
物
語
)

よ
り
も
古
い
可
能
性
が
あ
る
の
か
、
な
い
の
か
。
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。
今
は
ま
ず
前
者
の
思
考
法
を
考
え
た
い
。

こ
の
よ
う
な
私
の
問
題
意
識
は
、
実
は
、
和
辻
哲
郎
『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』
(
岩
波
書
居
一
九
二
七
年
、
第
一

改
版
一
九
七

O
年
)
の
第
一
章
「
根
本
的
立
場
L

へ
の
疑
問
に
始
ま
る
。
和
辻
は
「
我
及
び
世
間
は
常
存
で
あ
る
か
、
或
は
無
常
で
あ
る

か
。
我
及
び
世
間
は
有
限
で
あ
る
か
、
或
は
無
限
で
あ
る
か
。
身
体
と
霊
魂
と
は
一
つ
で
あ
る
か
、
或
は
別
の
存
在
で
あ
る
か
。
如
来
は

一
刷
一
九
四
八
年
、

死
後
生
存
す
る
か
、
或
は
し
な
い
か
」
(
一
九
四
八
年
版
三
二
四
頁
)
等
の
形
而
上
学
的
問
題
に
仏
陀
が
答
え
な
か
っ
た
と
い
う
経
の
記
述

は
、
「
哲
学
的
或
は
体
系
的
思
索
を
斥
け
た
と
い
ふ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
」
(
二
二
五
頁
)
。
む
し
ろ
当
時
行
わ
れ
て
い
た
二
律
背
反
す
る

二
つ
の
思
潮
を
と
も
に
斥
け
た
と
こ
ろ
に
、
思
想
史
的
転
回
点
を
認
め

(
一
四
四
頁
)
、
そ
の
根
本
的
立
場
を
無
常
・
苦
・
無
我
を
説
く

経
文
と
法
の
認
識
に
見
る

(
一
六
六
頁
)

0
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し
か
し
和
辻
は
こ
こ
で
、

「
し
か
し
こ
の
色
受
想
行
識
の
五
つ
の
法
そ
の
物
は
変
易
す
る

b
の
で
は
な
い
」

そ
れ
は
い
わ
ば
理
屈
(
理

「
五
謹
が
無
常
で
あ
る
」
と
は
、
「
一
切
存
在
者
は
変
易
す
る
」
、

(
一
七
七
頁
)
と
論
じ
る
。

性
、
哲
学
)

の
仏
教
の
構
築
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
理
屈
以
前
の
仏
教
の
思
考
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
経
に
「
色
[
・
受
等
]
が
無

常
で
苦
で
非
我
で
あ
る
」
と
い
う
色
は
広
義
の
色
で
、

一
瞬
一
瞬
に
感
じ
ら
れ
意
識
さ
れ
る
も
の
で
、
法

(
要
素
、
属
性
)
と
呼
ば
れ
る
。

こ
の
色
は
物
質
や
物
体
で
は
な
い
。
物
質
は
常
住
で
あ
り
、
或
る
物
体
は
長
期
間
に
も
不
変
で
あ
る
。
無
常
な
色
と
は
た
だ
一
一
瞬
に
知
覚

さ
れ
意
識
さ
れ
る
色
で
あ
る
。
受
は
快
・
不
快
等
の
感
受
・
感
情
・
感
じ
で
あ
り
、

想
は
心
に
去
来
す
る
想
い
・
想
念
・
観
念
・
心
象
の

類
で
あ
り
、
「
諸
行
」
は
生
命
体
を
生
か
し
て
い
く
心
や
体
の
機
能
の
諸
潜
勢
力
で
あ
り
、
生
命
現
象
を
支
え
る
の
で
あ
り
、
識
は
色
等

と
知
る
知
で
あ
る
。
受
、
乃
至
、
識
は
各
自
に
お
い
て
の
み
実
感
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
が
、
他
人
に
は
分
か
ら
な
い
。
自
分
が
見
る
色
と
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他
人
が
見
る
色
と
が
同
じ
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

そ
れ
ら
色
等
と
い
う
諸
法

(
生
存
の
諸
要
素
・
諸
属
性
)
が
無
常
な
の
で
あ
り
、
苦

26 

で
あ
り
、
非
我
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
切
一
六
種
の
感
官
と
六
種
の
認
識
対
象
と
六
種
の
感
官
知

(
十
二
処
一
十
八
界
)

こ
の
色
等
(
五
誼
)
が
、
果
た
し
て
一
切

(
H
我
々
の
身
心
か
ら
な
る
全
存
在
・
全
領
域
・
全
世
界
)
を
表
わ
し
て
い
る
か
ど
う
か
、
明

解
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
五
感
と
意
(
六
根
、
六
内
処
)
と
そ
れ
ら
の
対
象
(
六
境
、
六
外
処
)
を
も
っ
て
一
切
と
い
う
。
ま
た
は

眼
識
、

乃
至
、
意
識
の
六
識

(
知
覚
、
感
官
知
)
を
加
え
た
十
人
種
か
ら
な
る
認
識
の
諸
要
素
(
十
八
界
)
を
も
っ
て
一
切
と
も
い
う
。

こ
の
狭
義
の
色
は
眼
に
見
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、

広
義
の
色
は
五
感
と
意
で
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
ど
れ
も
無
常
で
あ
り
、

苦
で
あ
り
、

非
我
で
あ
る
と
覚
り
、
そ
れ
ら
に
執
ら
わ
れ
な
け
れ
ば
、
解
脱
し
て
悟
る
と
い
う
。
例
え
ば
、

『
眼
と
色
、
耳
と
音
(
声
)
、
鼻
と
匂
い

(
香
)
、
舌
と
味
、
身
と
感
触
さ
れ
る
も
の

(
所
触
)
、
意
と
法
(
心
で
知
ら
れ
る
も
の
)
と

は
、
こ
れ
が
一
切
と
言
わ
れ
る
。
比
丘
達
よ
。
』
(
拘
阿
関
〈
・

ωmvZNω
一
司
・
喝
-HUE-E)

と
。
そ
し
て
こ
れ
以
外
に
「
一
切
」
を
設
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
。
漢
訳
の
『
雑
阿
含
』
巻
十
三
(
一
一
二
九
)
も
同
様
に
「
一

切
者
。
謂
十
二
入
処
。
眼
・
色
、
耳
-
声
、
鼻
・
香
、
舌
・
味
、
身
-
触
、
意
・
法
。
是
名
-
一
一
切
一
」
(
円
M
-
宮
町
BE)

と
い
う
。

『
相
応
部
』
(
雲
母
、
尽
き
さ
雷
、
♂
め
と
略
)
第
四
巻
『
六
処
篇
』
(
由
主
mF3BEE-4田
mmm)
の
前
半
の
『
六
処
相
応
」
の
最
初
の
経
に

は
、
仏
が
比
丘
達
に
説
い
た
内
容
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

『
比
正
達
よ
。
閥
叫
無
常
で
あ
る
。
お
よ
そ
無
常
な
る
も
の
は
苦
で
あ
る
。
苦
な
る
も
の
は
非
我
で
あ
る

(
我
で
は
な
い
)
。
凡
そ

非
我
な
る
も
の
は
、
「
こ
れ
は
私
の
も
の
で
は
な
い
。
私
は
こ
れ
で
は
な
い
。
こ
れ
が
私
の
我
で
は
な
い
」
と
(
の
畏
寄
己
予

V
E害
防
2
0・

S
W
E
B
-
J町
内
乱
自
山
口

SH官
官
召
内
宮
匹
吉
岡
恒
一
同
同
長
含
寄
}
回
目
何
回
仲
白
色
自
己

S
・
J同向島
gmw酔
g
g
H官
民
国
正
同
長

B
回目

P
R
g
o
d
m
S
S
E
-
g

目
。
田

o
a
s
t
)
、
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
こ
と
を
有
り
の
ま
ま
に
、
正
し
い
智
慧
を
も
っ
て
見
る
べ
き
で
あ
る
。
』
高
司
・
匂
-HEJ

『
雑
阿
含
』
巻
八
(
一
九
五
)

二
去
何
一
切
無
常
。
請
眼
無
常
。
若
色
、
眼
識
、
限
触
。
若
眼
触
因
縁
生
受
。
苦
覚
、
楽
覚
、
不
苦
不
楽
覚
。

彼
亦
無
常
時
一

N-mEFH品)

耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意

に
つ
い
て
も
同
文
を
繰
り
返
し
た
後
に

『
比
正
達
よ
。
こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
有
聞
の
聖
弟
子
は
色
に
対
し
て
も
厭
離
す
る
。
耳
に
対
し
て
も
厭
離
す
る
。
鼻
に
対
し
て
も

厭
離
す
る
。
舌
に
対
し
て
も
厭
離
す
る
。
身
に
対
し
て
も
厭
離
す
る
。
意
に
対
し
て
も
厭
離
す
る
。
厭
離
す
る
と
離
欲
す
る
。
離
欲

す
る
か
ら
解
脱
す
る
。
解
脱
す
る
と
、
「
解
脱
し
た
」
と
い
う
智
(
自
覚
)
が
あ
る
。
「
生
は
尽
き
、
先
行
は
成
り
、
な
す
べ
き
こ
と

は
な
し
た
。
こ
う
で
あ
る
こ
と
(
こ
の
状
態
)
よ
り
他
に
な
い
」
と
悟
る
、
と
。
』
(
回
S
B
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F
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E
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自
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件
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原始仏教聖典の二面性(村上)

【
感
官
中
心
の
身
心
観
察
一
個
々
に
孤
立
し
た
六
種
の
感
官
知
}

こ
こ
で
は
知
覚
や
認
識
(
意
識
)

の
面
か
ら
我
々
自
身
の
在
り
ょ
う
・
在
り
方
(
生
存
、
存
在
)
を
確
認
し
て
見
る
の
で
あ
る
。

"、
わ

ぱ
認
識
論
の
視
座
か
ら
自
身
の
在
り
ょ
う
を
見
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
知
覚
と
認
識
(
意
識
)
と
は
分
析
は
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
を
統
括

し
統
合
し
て
言
語
活
動
を
含
む
経
験
を
し
て
い
る
主
体
ま
で
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
に
身
心
を
分
析
的
に
は
見
る

が
、
感
官
知
を
一
緒
に
統
合
す
る
視
点
が
な
い
。
た
だ
六
種
の
器
官
(
六
根
一
五
感
と
意
)
に
分
離
さ
れ
て
孤
立
し
た
六
種
の
知
(
知
覚

と
意
識
、
六
識
、
感
官
知
)

の
み
が
、
個
々
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
こ
の
六
種
の
知
(
知
覚
)
を
総
合
し
て
、
現
実
に
経
験
さ
れ
る
対
象
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の
全
体
像
を
構
築
す
る
こ
と
は
、
全
く
考
慮
さ
れ
な
い
。

い
わ
ば
客
観
的
な
具
体
的
な
対
象
像
を
構
築
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
こ
の
よ

28 

う
な
条
件
の
下
で
、
始
め
て
無
常
の
教
え
が
機
能
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
感
官
知
で
捉
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
も
の
は
、
考
察
や
議
論
の
及

ぶ
範
囲

(
H
一
切
)

の
外
な
の
で
、
も
は
や
解
釈
も
解
答
も
与
え
ら
れ
な
い
こ
と

(
無
記
)

で
あ
る
。

【
常
識
を
破
壊
す
る
無
常
の
教
え
】

我
々
は
、
音
γ

山
識
し
な
い
で
も
こ
れ
ら
六
種
の
感
官
知
を
総
合
し
て
知
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
。
眼
に
見
え
る

(
視
野
に
入
る
)
の

は
単
な
る
色
(
い
ろ
、
か
た
ち
)
だ
け
に
違
い
な
い
に
せ
よ
、
ほ
ほ
同
時
に
耳
で
音
を
聞
き
、
鼻
で
匂
い
を
感
じ
、
体
で
風
や
温
度
や
体

調
を
も
感
じ
、
心
で
五
感
の
知
覚
を
総
合
し
て
、
自
分
が
ど
ん
な
所
に
い
る
の
か
、
何
を
見
て
い
る
の
か
、
瞬
時
に
理
解
す
る
。
人
の
顔

の
色
を
見
た
瞬
間
に
、
も
う
そ
の
人
の
健
康
状
態
や
気
分
・
機
嫌
を
も
察
知
し
、
人
品
を
も
察
知
し
な
が
ら
、

ふ
さ
わ
し
い
対
応
を
す
る
。

面
識
の
あ
る
人
に
出
会
う
な
ら
、
記
憶
と
照
合
し
て
相
手
の
全
体
像
を
再
構
築
し
て
、
挨
拶
を
交
わ
し
、
対
話
も
始
ま
る
の
で
あ
る
。

我
々
は
必
ず
し
も
眼
で
見
た
通
り
に
見
る
わ
け
で
は
な
い
。
眼
で
見
た
も
の
は
、

い
つ
も
五
感
と
心
と
で
見
直
し
て
い
る
。
同
じ
景
色

は
二
度
と
見
る
こ
と
は
、
真
実
に
は
あ
り
得
な
い
が
、
同
じ
景
色
を
見
て
い
る
と
思
う
。
同
じ
絵
を
見
て
も
、
光
線
や
温
度
や
湿
度
な
ど

の
違
い
や
、
見
る
と
き
の
私
の
健
康
状
態
や
気
持
ち
に
よ
っ
て
、
同
じ
に
は
見
え
な
い
は
ず
な
の
に
、
同
じ
絵
を
見
て
い
る
と
思
っ
て

(
錯
覚
し
て
思
い
込
ん
で
)
疑
う
こ
と
は
少
な
い
。
毎
日
使
う
同
じ
茶
碗
で
あ
っ
て
も
、
見
る
た
び
に
違
っ
て
見
え
る
は
ず
な
の
に
、
気

が
つ
か
ず
、
壊
れ
る
ま
で
は
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
無
常
の
教
え
は
、
こ
の
よ
う
な
常
識
を
破
る
の
で
あ
る
。
知
覚
と
経
験
の
原
点
に

遡
及
し
反
省
す
る
こ
と
を
迫
る
の
で
あ
る
。

色
(
『

S
白
)
は
五
謹
の
体
系
に
お
い
て
は
広
く
五
感
と
そ
の
対
象
と
で
あ
る
が
、
こ
の
六
処
や
十
八
界
の
体
系
に
お
け
る
色
(
色
処
、

色
界
)
は
、
意
味
が
狭
く
最
も
単
純
で
あ
り
眼
に
見
え
る

(
視
野
に
入
る
)
色
(
い
ろ
、
か
た
ち
)
に
限
ら
れ
る
。

い
わ
ば
視
野
の
中
の

映
像
で
あ
り
、
姿
、
形
、
景
色
、
気
配
、
容
姿
、
美
形
、
美
貌
、
様
子
で
あ
る
。
こ
の
知
覚
さ
れ
た
ま
ま
の
色
は
、
ま
さ
に
無
常
で
あ
っ

て
一
瞬
も
止
ま
る
こ
と
な
く
、
視
線
を
移
す
か
、
ま
た
は
瞬
き
す
る
や
い
な
や
、
も
う
変
化
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
も
の
の

同
じ
色
を
我
々
は
、
決
し
て
見
つ
め
続
け
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
必
ず
瞬
き
を
す
る
し
、
し
か
も
視
線
を
逸
ら
さ
ず
見
続
け
る
こ
と
は
困

難
で
あ
り
、
同
じ
色
が
見
え
続
け
て
い
る
わ
け
は
な
い
。
た
だ
我
々
は
、
そ
の
色
を
見
て
も
そ
の
変
化
を
意
識
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
狭
義
の
色
と
広
義
の
色
と
を
物
質
や
物
体
と
解
釈
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
核
反
応
を
起
こ
さ
な
い
限
り
は
物
質
は
不
滅

で
あ
り
、
物
体
も
ま
た
物
理
的
な
力
を
加
え
な
い
限
り
は
容
易
に
移
動
も
変
化
も
し
な
い
。
物
質
も
物
体
も
個
々
の
感
官
、
だ
け
で
は
知
覚

は
で
き
な
い
の
で
、
五
感
の
知
覚
を
統
合
し
抽
象
的
な
概
念
的
な
思
考
に
よ
っ
て
構
想
さ
れ
る
。

【
「
無
常
で
あ
る
」
と
実
感
す
る
に
は
経
験
の
記
憶
が
前
提
で
あ
る
】

「
無
常
で
あ
る
」
と
い
う
事
態
が
実
感
と
し
て
ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
間
題
も
こ
れ
ま
で
の
経
験
の
記

憶
を
想
像
し
想
起
し
反
省
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
始
め
て
、
説
明
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
「
無
常
で
あ
る
」
と
い
う
の
は
、
変

化
や
喪
失
(
消
滅
)

の
記
憶
や
想
像
を
予
想
し
て
い
る
。
で
あ
る
か
ら
、
「
無
常
で
あ
る
」
と
感
じ
る
瞬
間
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は

単
純
な
知
覚
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
も
っ
と
経
験
の
記
憶
の
想
起
や
想
像
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
「
色
が
無
常
で
あ
る
」

と
は
、
我
々
の
実
感
に
訴
え
る
の
で
あ
り
、
我
々
が
実
感
を
も
っ
て
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
色
と
同
じ
よ
う
に
無
常
で
あ

原始仏教聖典の三面性(村上)

る
声
・
香
・
味
・
触
(
皮
膚
感
覚
を
含
む
身
体
感
覚
で
感
じ
ら
れ
触
れ
ら
れ
る
も
の
、
感
触
)
・
法
(
意
H

心
に
よ
っ
て
知
ら
れ
考
え
ら
れ
る

こ
と
一
心
で
感
じ
思
う
こ
と
)
も
、
無
常
で
あ
る
こ
と
は
、
同
じ
よ
う
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
色
等
を
知
覚
す
る
と
こ
ろ
の
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
(
六
根
、
六
内
処
)

が
無
常
で
あ
る
と
い
う
。
眼
等
を
自
覚
す
る
こ
と

は
、
少
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
更
に
そ
れ
ら
感
官
が
無
常
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
は
、
稀
な
こ
と
か
と
思
わ
れ
る
。
眼
等
や
意
が
無
常
で
あ

る
と
い
う
教
え
は
、
我
々
が
自
分
の
心
身
に
つ
い
て
の
自
覚
と
反
省
を
促
し
、
自
分
の
心
身
に
つ
い
て
凝
視
し
考
察
す
る
こ
と
を
迫
っ
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
無
常
と
は
、
不
調
や
怪
我
や
病
気
の
場
合
か
、
ま
た
は
そ
の
記
憶
の
想
起
か
、
或
い
は
将
来
の
健
康
の
不
安
を
予
想
す
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る
か
し
て
、
実
感
と
し
て
確
認
さ
れ
る
。

そ
の
中
で
意
す
な
わ
ち
自
分
の
心
が
無
常
で
頼
り
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
普
段
は

30 

容
易
に
気
づ
き
難
い
だ
け
で
は
な
く
、

認
め
た
く
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
青
山
(
H
心
)
に
よ
っ
て
知
ら
れ
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

す
な

わ
ち
法
が
無
常
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
と
も
に
、
仏
教
の
特
徴
的
な
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
考
え
方
は
、
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る

と
、
実
は
否
定
し
難
く
、

嫌
で
も
承
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

仏
教
に
お
い
て
法

(昏
m
B
B
P門
田
町
司
自
白
)

は
、
多
義
で
難
解
で
あ
る
が
、
最
も
基
本
的
な
意
味
が
、
こ
こ
に
は

「
意
(
H
心
)
に

よ
っ
て
知
ら
れ
考
え
ら
れ
る
こ
と
(
も
の
)
」
で
あ
る
と
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
法
則
の
類
も
確
か
に
意
に
よ
っ
て
知
ら
れ
、
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
法
に
違
い
な
い
。
そ
れ
ら
も
意
に
よ
っ
て
知
ら
れ
考
え
ら
れ
る
も
の

(
日
法
)

で
あ
る
限
り
、
無
常
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

仏
は
無
常
の
教
え
に
よ
っ
て
世
界
や
我
に
関
す
る
命
題
を
無
意
味
に
し
た

「
答
え
ら
れ
な
い
」

と
い
う
返
答

(
無
記
説
)

の
視
点

原
始
経
典
に
は
仏
が
、
バ
ラ
モ
ン
や
遍
歴
の
遊
行
者
や
苦
行
者
な
ど
と
の
対
話
に
お
い
て
、
経
験
的
に
は
判
断
し
難
い
形
而
上
的
な
問

題
(
或
い
は
主
張
)

に
つ
い
て
日
疋

(
可
一
吉
田
)

(否一

5)
を
問
わ
れ
る
と
い
う
場
面
が
し
ば
し
ば
出
て
く
る
。

そ
の
際
に
は

、4
4

-

4

ミ

カ
ポ
升
カ

仏
は
、
ほ
と
ん
ど
決
ま
っ
て
、
そ
の
よ
う
に
可
否
を
せ
っ
か
ち
に
問
う
質
問
は
捨
て
置
い
て
、
可
否
に
つ
い
て
は
「
答
え
ら
れ
な
い

解

答
さ
れ
な
い
、
無
記
、
不
記

2
3
E
E
)」
と
言
っ
た
と
伝
え
る
。
そ
う
い
う
諸
命
題
(
問
)

の
一
覧
表
が
幾
っ
か
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

(
問
)
(
A
2
)

、
十
六
命
題
(
問
)

(
A
)
が
多
く
繰
り
返
さ
れ
る
。
ま
た
そ
の
変
形
の
よ
う
な
四
命
題
(
閑
)

(
A
3
)

も
あ
る
。

(
A
1
)

、
十
四
命
題

そ
の
中
で
も
、
次
の
十
命
題
(
問
)

A
「
α
I
世
界
(
世
間
)
は
常
住
で
あ
る
(
田

Egg-owo)
、
2

0
無
常
で
あ
る

(
g
g
g
Z
A
V
)
。

F3
ク
有
限
(
有
辺
)
で
あ
る

(
g
S
4悶

、)、

4

ク
無
限
(
無
辺
)

(
B
S
E品
、
)
。

Y
5
命
(
魂
)

は
身
体
と
同
じ
で
あ
る

(冨同情』同
4
m
H
恒
富
岡
吋
阿
国
釦
弘
司
自
官
)
、

6

0

別
で

で
あ
る

あ
る

(白険回向出官』同
4
釦同世

(
F
O
R
S
F帥
m釦
件
。
宮
E
B
B釦
E
包
)
、

8

ク
無
い

(
ロ
釦

FO江

民
皆
目
富
国
EH官
)

0

8
7
如
来
は
死
後
に
在
る

ク)、

9

ク
在
り
か
っ
無
い

5
5
E
H
O邑
E
E
E位
、
)
」
と
い
う
異

(即ちは

g
E
V
O位
、
)
、
叩
ク
在
る
の
で
も
な
く
無
い
の
で
も
な
い

説
(
ま
た
は
聞
い
)
に
対
し
て
、
そ
れ
を
肯
定
し
て
「
賛
成
で
あ
る

(
そ
の
通
り
で
あ
る
、
同

g)」
と
も
確
答
し
な
い
し
、
そ
の
異
説
(
間

い
)
を
否
定
し
て
「
反
対
で
あ
る

無
記
)

(
そ
う
で
は
な
い
、

zo)」
と
も
、
仏
(
世
尊
、
如
来
)
は
確
答
し
な
か
っ
た

(
当
日
『
帥

wameu

と
い
、
つ

(
U
-
W
H
M
0
0
4印
刷
】
伽
仏
印
E

田
正
冨

。回目回目沼畑

z
b
W
E
B自
立
問
一
円
宅
・
色
。
，

S
M
一
Z
0・4N
krmmMa 

お
lN4HH・
宅

-
E
?
?出
向

-
Z
0・8

S
S
F
m
m
o
E
2
2
5
一
戸
署
・
串
∞

ωム
∞
竺
ぬ
・

ωω
百
円
岳
釦

mgg'EH七
百
砕
け
曲
一
日
・

3
・
NU4，
N
g
u
め
・
色
。

EmaEH恒
吉

E
ω
阿
国
広
益
回
(

N

)

一

同
〈
一
署
・
留
め

lN∞
4一切
-
t
k
F
4静
m
g
E
g
g
E
E
4
8∞
一
司
・
宅
・

ω旨

ω宕)。

A 

こ
の
中
で

S
の
如
来
だ
け
を
主
題
と
す
る
経
も
多
い

(
切
口
・
宅

-NMMlF
め
・
自
・

3
・HHGBHC
一
切
一
・
罰
事
・

ω斗少
ω
g
h
E暗号・)。

こ
れ
は
修
行
を
完
成
し
覚
っ
た
人
の
死
後
の
存
在
を
語
る
の
で
あ
っ
て
、
実
は
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
以
来
の
我
(
ア
I
ト
マ
ン
、
霊
魂
)
の

問
題
の
一
種
で
あ
ろ
う
。

A 

こ
の

a
に
「
日
世
界
(
世
間
)

は
有
常
か
つ
無
常
で
あ
る
、
ロ
ク
有
常
で
も
無
常
で
も
な
い
」
を
加
え
、

3aに
「
日
世
界
(
世

間
)
は
有
辺
か
つ
無
辺
で
あ
る
、

H

ん
ソ
有
辺
で
も
無
辺
で
も
な
い
」
を
加
え
る
十
四
命
題
(
問
)
説
も
あ
る
(
「
雑
阿
含
』
巻
十
六
(
四

O

原始仏教聖典の三面性(村上)

人

一
同
4

・M
-
H
O
@
m
w
)

。

A 

こ
の
日
と

F
の
主
語
を
我
(
自
我
、
霊
魂
)
と
世
間
と
し
、
し
か
も
ど
の
主
題
を
も

8
の
よ
う
な
四
句
と
す
る
十
六
命
題

(
問
)
説
も
あ
る
(
「
長
阿
含
』
巻
十
七
(
二
人
)
布
可
婆
楼
経
一
月
H

山
口
問
)
。

ヴ
ア
ツ
チ
ャ
姓
の
遊
行
者

(
5
8
E
m
o喜
ニ
福
島
σ注
品
卸
)
も
、

A
の
十
間
を
問
、
つ
(
如
男
宅
・

ωSaS4)
が
、
特
に

B
「1
我

(
自
我
、
霊
魂
)
が
在
る
か
(
忠
吾
ピ
E)
、
2

ム
ゲ
無
い
か

5
・a
Fぱ
立
問
)
」
と
問
、
っ
。
こ
れ
に
は
ブ
ツ
ダ
は
沈
黙
し
た
と
い
う
(
抑
止
・
巴
一

B 

日時一

N-Egu
『
別
訳
雑
阿
含
』
巻
十
(
一
九
五
)
一
月

N-主
品
目
)
。
こ
れ
は
古
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ド
以
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同ぐ
-

M】

-BOU
『
雑
阿
含
』
巻
コ
一
四
(
九
六



来
の
ア
l
ト
マ
ン
観
に
関
連
し
思
想
史
上
は
重
要
で
あ
る
。
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な
ぜ
仏
が
こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
な
い
の
か
o
A
に
対
し
て
は
、
色
・
色
の
集
・
色
の
減
・
色
の
滅
に
至
る
道
、
乃
至
、
識
・
識
の
集
・

識
の
滅
・
識
の
滅
に
至
る
道
を
知
ら
な
い
か
ら
・
見
な
い
か
ら
・
領
解
し
な
い
か
ら
・
悟
ら
な
い
か
ら
・
洞
察
し
な
い
か
ら
・
観
察
し
な

い
か
ら
・
審
察
し
な
い
か
ら
・
精
察
し
な
い
か
ら
・
よ
く
考
察
し
な
い
か
ら
・
省
察
し
な
い
か
ら
・
実
感
し
な
い
か
ら

(
8
2
2
F
E
-

w
g
B
P
)
、
こ
れ
ら
の
種
々
な
る
異
見
(
任
事
?
を
宣
)

が
世
に
生
じ
る
、
と
い
う
(
何
回
目
問
者

-Mgt虫
色
。

ま
た
例
え
ば
、
毒
矢
に
射
ら
れ
た
人
が
そ
の
射
手
や
弓
や
矢
な
ど
の
詳
細
を
聞
き
知
る
ま
で
は
毒
矢
を
抜
か
せ
な
い
な
ら
、
そ
れ
ら
を

知
ら
な
い
う
ち
に
死
ん
で
し
ま
う
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
喰
え
話
を
引
い
て
、
同
じ
よ
う
に
無
用
の
詮
索
は
せ
ず
に
、
説
か
れ
な
い
こ
と
は

説
か
れ
な
い
こ
と
と
し
て
受
け
取
れ
、
と
言
い
、
説
か
れ
な
い
訳
は
、
離
欲
、
乃
至
、
正
覚
、
浬
繋
に
役
立
た
な
い
、
と
述
べ
て
い
る

(
出
向

-H・
宅
-
色
。

ESNU
『
中
阿
含
』
巻
六
十
(
一
一
一
一
一
)
箭
聡
経
一
円
円

g
品
目

g
F
失
訳
「
府
前
総
経
』
一
月
H
Z
0
・R
u
E
4
n
E呂
)0

無
解
答

(
無
記
)
と
言
い
自
ら
は
承
認
し
な
い
諸
命
題
を
ブ
ッ
ダ
自
身
が
整
理
し
て
論
評
し
た
と
い
う
数
経
が
あ
る
。
単
に
先
の
十
命

題
を
出
し
て
盲
者
の
言
と
評
し
て
群
盲
摸
象
に
喰
え
る

(門迂
-
G
品
一
命
山
W
M
F
4
0匂
)

。

ま
た
次
の
よ
う
に
十
六
命
題
が
列
挙
さ
れ
る
。

「1
我
(
自
我
、
霊
魂
)
と
世
界
(
世
間
)
は
常
住
で
あ
る

(田盟国同
g
己
S
S
E
-
g
g
)
、
2

ム
ゲ
無
常
で
あ
る

(
2
2
E
g
と
、

3

ク
常
住

か
つ
無
常
で
あ
る

(田

g
E
g
g
s
s宮
、
)
、
4

ク
常
住
で
も
な
く
無
常
で
も
な
い

(ロ
w叩g

E回国白け
Oロ
h
g
g
E宮
、
)
、

5

0

自
ら
成
立
し

た
(
田
昌

S
E
E
g
と
、

6

0

他
に
よ
っ
て
成
立
し
た
(
宮
自
信

EW巻
、
)
、

7

ク
自
ら
成
立
し
か
っ
他
に
よ
っ
て
成
立
し
た

(
回
開
可
釦
告
E

E
g
g
宮

E
E
}
g
g
g
と
、

8

0

自
ら
成
立
し
た
の
で
も
な
く
他
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
も
な
く
自
然
に
成
立
し
た

(
g
a
g切
zwmwg

口
問
者
知
S
E
E
5
2
邑
E
n
g
a
g
g高
官
E
O
B
、
)
0
9楽
(
幸
)
と
苦
(
不
幸
)
と
我
と
世
間
は
常
住
で
あ
る
(
由

g
s
g恒
E
W
E
-島県
E
g
e

a
s
s
-
C
M
g
g
)
、
日
ク
無
常
で
あ
る

(
白
富
田
由
主
回
同
国
土
、
ロ
ク
常
住
か
っ
無
常
で
あ
る

(田盟国

m
g
m
E
g
g
E宮田
g
こ
、
ロ
。
常

住
で
も
な
く
無
常
で
も
な
い

(ロ
wO4向
田
盟
国
白
g
B
E
E明
白
忠
良
口
、
)
、

m
ク
自
ら
成
立
し
た

(
田
唱
曲
召
BwmgH官
、
)
、
H

ん
ソ
他
に
よ
っ
て

成
立
し
た
(
宮
『
由
民
γ-sg召
こ
、
日
ク
自
ら
成
立
し
か
っ
他
に
よ
っ
て
成
立
し
た
(
恒
星
SHE-円
旦
包

S
M
S
E
E
-
s
g険

SAV)
、
日
ク
自
ら

成
立
し
た
の
で
も
な
く
他
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
で
も
な
く
自
然
に
成
立
し
た
(
患
者
S
E
E
S
呂
田
日
召
EWUEe
白
色
H
M

昨ロロ

mE

E
B星回】
B
E吾
、
)
L

と
纏
め
て
盲
者
の
言
と
見
る

(円、九・向日目。一緊
y
め

mwMHE4Q)0

次
に
は
こ
れ
ら
の
十
六
命
題
を
過
去
に
関
す
る
諸
説
と
し
て
整
理
し
直
し
、
ま
た
未
来
に
関
し
て
は
「
1

我
は
有
色
(
有
形
)

で
あ
り

死
後
に
不
滅
で
あ
る

(
品
百
巴
S
F
O江
田
gmo
宮

E
B
B向田恒酌)、
2

ク
無
色
(
無
形
)
// 

(
問
ロ
在
、
)
、
3
h
ソ
有
色
(
有
形
)
か
っ
無
色

(
無
形
)

(
吋

S
H
E
R
o
-
s
、)、
4

ク
有
色
(
有
形
)

で
も
な
く
。

(ロゲ
4m吋
O
Z
E
Z官
、
)
。

5

0

有

で
も
な
く
無
色
(
無
形
)

'" 

本目，t与、
か

(
田
川
島
田
、
)
、

6

ク
無
想
ク

(ロゲ
4
白

E
B一同一ロ
P
E
B問、
)

0

8

ク
断
絶
し
消

(
m
E
B一剛、)、
7

ク
有
想
で
も
な
く
無
想
で
も
な
く
。

滅
し
死
後
に
は
な
い

(〉
E

酔
仲
間

5nF誌
白
民
乱
口
同
国
国
巳
ゲ
ロ

mro広
司

mwEBBmwE恒仰)。」

(U-HHH・
3
・5
@自
EHASU)
と
纏
め
る
。
そ
し
て
こ
れ

ら
諸
異
説
を
ブ
ツ
ダ
は
承
認
し
な
い
と
明
言
す
る

(b-NCE田
阻
止

E
E白戸
E
S
S
E
E昌一

E
・
3
・
54EEF)0

仏
教
興
起
の
頃
の
形
而
上
学
的
異
説
(
異
見
)
は
、
六
十
二
見
の
名
の
下
に
整
理
さ
れ
る

(U-
ニ凶
EHHBa同日白目白
E
g
H
-
N∞Eω-sw
『長

阿
合
経
』
(
一
一
一
)
党
動
経
、
支
謙
訳
『
党
網
六
十
二
見
経
』
)

0

こ
こ
に
は
、
当
時
行
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
我
(
魂
、
霊
)

や
世
界
(
世

原始仏教聖典の二面性(村上)

間
)
等
に
関
す
る
見
解
(
世
界
観
)
が
分
類
し
整
理
さ
れ
て
六
十
二
種
に
纏
め
ら
れ
、
仏
の
論
評
と
批
判
で
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

が
六
十
二
種
の
見
解
(
六
十
二
見
)
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

い
ず
れ
も
仏
教
外
の
沙
門
・
バ
ラ
モ
ン
達
の
構
え
る
異
説
で
あ
る
と
伝
え
ら

れ
る
。
上
記
の
よ
う
な
我
と
世
界
を
主
題
と
す
る
諸
説
を
整
理
し
直
し
て
過
去
に
関
す
る
十
八
説
と
未
来
に
関
す
る
四
十
四
説
と
に
纏
め

ら
れ
る
。
そ
の
中
で
、
過
去
に
関
す
る
十
八
説
は
、
我
(
魂
、
霊
)
と
世
界
(
世
間
)
に
関
す
る
十
四
説
と
、
論
弁
論
の
四
説
で
あ
る
。

未
来
に
関
す
る
四
十
四
説
は
、
上
一
記
の
よ
う
に
死
後
の
我
(
魂
、
霊
)

の
有
色
(
有
形
)
、
無
色
(
無
形
)
、
有
想
、
無
想
等
を
主
題
と
す

る
三
十
二
説
と
断
滅
論
の
七
説
と
今
生
(
現
法
)
浬
繋
論
の
五
説
と
で
あ
る
。
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諸
異
説
に
対
し
て
如
来
は
、
ど
れ
を
も
採
用
せ
ず
、
ま
た
否
定
も
し
な
い
が
、
諸
説
の
根
拠
を
知
悉
し
、
超
越
し
解
脱
し
て
い
る
。

34 

『
如
来
は
「
こ
れ
ら
の
見
解
の
立
場
は
、
こ
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、
こ
の
よ
う
に
固
執
さ
れ
、
こ
の
よ
う
な
所
に
導
き
、
こ
の
よ
う

な
未
来
を
粛
す
で
あ
ろ
う
」
と
知
っ
て
い
る
。
ま
た
知
来
は
そ
れ
を
知
り
、
ま
た
そ
れ
以
上
を
も
知
る
。
ま
た
そ
の
知
に
も
固
執
し

な
い
。
ま
た
固
執
し
な
い
か
ら
、
も
う
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
寂
滅
を
知
っ
て
い
る
。
』

(
S
F
m
m
m
Z
3』
智
帥
位

l
凶
目
。
岳
町
在
早
淳
一
E
E

百四

~ ~ 
~. ・届

iE 
't:I '" 間有

El.2 
PE 
g g 
g:s 

zt 

zi 
巴11)

i ~ 
寝t"'

i i 
急呈
'" < 
38 
12 
~ a 
n ヨ

i il 
回l

刃包皿、.

2 5 
[ ! 
'< ::t. 
13 t" 
忌 dzs
島g
zz 
J:gB 

EE 
Eコぎ
戸 S

買》

-HOP-MNHY---ω@NP)

と
。
六
十
二
見
の
各
説
に
つ
い
て
は
、

『
そ
の
[
異
見
]
も
ま
た
、
彼
等
尊
者
・
沙
門
・
バ
ラ
モ
ン
が
知
ら
ず
見
ず
、
感
受
し
た
こ
と
で
あ
り
、
掲
愛
に
執
ら
わ
れ
た
の
で

戦
傑
し
偏
執
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
』
(
富
島

8
=
o
s
-
-
M
V理
忠
健
世
田
釦

B
S回
目
宵
民

B
S
E
m但
&
宮
山
骨
民
世
畠

g
g
E
H官
40E1EH官

と
繰

主E
さIp'

13 
各3
詰E
そ包
れ畳

52 
等宅1

t i 
E 
由
4 
釦

ヒコ

't:I 
司コ
~ o 
，ム

『
そ
の
[
異
見
]
も
[
対
象
と
の
]
触
(
接
触
)
の
縁
か
ら
[
感
受
さ
れ
た
の
で
あ
る
〕
』

(
g
?意同
MEgmw也
君

E
B
E
0・
H・
3
・BN・8
3
0

と
評
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
触
と
は
感
官
が
対
象
を
受
け
て
知
覚
(
識
)
が
生
じ
る
経
験
で
あ
る
。
そ
の
対
象
と
の
触
(
経
験
)
の
縁
に

よ
っ
て
各
異
説
が
生
じ
た
(
感
受
さ
れ
た
)

の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
論
者
達
に
つ
い
て
い
わ
く
、

-
』

L'』・
huvhv

『
[
対
象
と
の
]
触
(
接
触
)
な
し
に
彼
等
が
感
受
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
の
理
は
実
は
な
い
の
で
あ
る
。
』

(g
40酔
mw
白
砂
沙
問
廿
同

-m

事
由
面
白

S
長田
g
g
e
g
S
2
2・2
若
手
m
E
3
4藍
色
HHH・
3
・sst)

『
彼
等
は
み
な
六
触
処
(
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
)
で
そ
れ
ぞ
れ
に
[
対
象
に
]
触
れ
て
感
受
す
る
。
彼
等
に
は
受
(
感
受
)

の
縁
か
ら
愛
(
渇
愛
)
が
あ
り
、
愛
の
縁
か
ら
取
(
取
著
)
が
あ
り
、
取
の
縁
か
ら
有
(
生
存
)
が
あ
り
、
有
の
縁
か
ら
生
(
出

生
)
が
あ
り
、
生
の
縁
か
ら
老
死
が
あ
り
、
悲
し
み
・
嘆
き
・
苦
し
み
・
憂
い
・
悩
み
が
生
じ
る
。
』

(Evz
1t 
口
一
回
阿
倍
同
岡
山

事
回
国
国
身
忠
告
∞
E
Z
E田
印

刷

MVC白血
mu在
留
同
世
話
島

S
E
g
g
s品目
S
m
n
g
z
g却
HHP骨
g
g
s一宮
ng可
帥
石
包
宮
g
-
回
一
喝
包
宮
中

旬
白
白

nHW河川田

vvmW40・
VHHHW4回
目
唱
曲
目
口
問
可
同
』
釦

tw
』
悶
注
目
喝
釦
白
ロ
釦
U
『
阻

E
B
F
3ロa
N
H
H
・
署
-
存
主
)

』

mg'B向
g
m同省

因。

E
'宮
包
含
ga島一口事官・色。
B
S
E
E
Z
B由帥

と
。
こ
の
よ
う
に
六
十
二
種
の
異
説
を
唱
え
る
者
達
は
、
感
官
(
六
処
)
に
始
ま
る
八
支
縁
起
の
連
鎖
の
通
り
に
生
死
に
沈
諭
し
て
い
る

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
も
し
比
正
が
六
触
処
の
起
因
と
帰
滅
と
味
と
難
と
を
如
実
に
知
れ
ば
、
こ
れ
ら
(
六
十
二
見
)
全
て
よ
り

以
上
の
こ
と
を
知
る
。

『
そ
し
て
こ
れ
ら
全
て
の
[
異
説
]
は
六
十
二
種
の
こ
れ
ら
だ
け
の
根
拠
に
よ
っ
て
網
の
中
に
入
れ
ら
れ
、
こ
こ
に
捕
ら
わ
れ
た
ま

ま
跳
ね
回
っ
て
い
る
。
』

(EV宮

8
5岳
ぎ
白
骨
密
怠
寄
苛
釦
4
$
p
a此

g
g
l
E
F
W
S
F
S
F白
血
広
畑
4釦
¢
自
由
長
m臣
官
伽

回
国
自
国

U
S江口
H-u・
串
官
官
)

と
い
う
。
以
上
の
諸
説
は
、
全
て
散
文
経
典
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
中
に
も
新
古
の
別
も
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
が
全
て
新
し
い
わ
け
で

原始仏教聖典の二菌性(村上)

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
無
記
説
も
六
十
二
見
説
も
漢
訳
に
同
様
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
共
通
の
古
い
伝
承
に
遡
る
可
能
性
が
あ
る
。

さ
て
、
以
上
の
よ
う
に
、
我
(
自
我
、
霊
魂
)
や
世
界
等
に
つ
い
て
の
異
論
は
、
感
官
知
の
範
囲
で
捉
え
直
さ
れ
る
。
異
論
を
唱
え
る

者
は
縁
起
に
よ
る
生
死
輪
廻
を
出
ら
れ
な
い
。
こ
こ
か
ら
推
し
て
見
る
に
、
我
や
世
界
等
の
主
題
は
ど
れ
も
、
球
ω
官
知
で
は
捉
え
ら
れ
な

い
の
で
、
考
察
や
議
論
の
及
ぶ
範
囲

(
H
一
切
)
を
超
え
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
賛
否
の
解
答
は
与
え
ら
れ
な
い
が
、
無
常
な
る
感
官
知
に

引
き
戻
し
て
考
え
る
と
、
そ
れ
ら
の
議
論
は
、
全
て
超
克
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
感
官
に
始
ま
る
順
々
の
縁
に
よ
っ
て
生
老
死
の
苦

が
生
じ
る
と
い
う
縁
起
の
連
鎖
が
、
智
慧
(
明
)
に
よ
っ
て
順
々
に
滅
し
生
死
輪
廻
が
滅
す
る
と
い
う
(
八
支
縁
起
ゐ
・
口
・
署
・

8EShω
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(
一
九
五
)

h
N
M
-
m
E
E
H
)
。

ゐ
∞
)
。
ま
た
は
感
官
と
対
象
と
そ
の
知
に
執
ら
わ
れ
な
い
と
解
脱
す
る
と
も
説
か
れ
た
の
で
あ
る

36 

以
上
の
よ
う
な
異
説
に
対
す
る
論
評
は
、
我
(
自
己
、
自
我
、
霊
魂
)

(
防
司
-
u
h
N
H
I
J
R
『
雑
阿
含
』
巻
入

考
察
や
議
論
の
及
ぶ
範
囲
(
一
切
)
を
超
え
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
で
解
釈
で
き
る
。

や
世
界
は
、
無
常
な
る
感
官
知
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
な
い
か
ら
、

法
は
古
く
に
遡
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
感
宮
中
心
の
現
実
的
思
考
法
が
、
仏
教
の
基
礎
に
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
多
く
の
伝
承
の
支
持
も
あ
っ
て
、
こ
の
思
考

非
現
実
的
な
空
想
的
な
内
容
の
聖
典

し
か
し
な
が
ら
、
実
は
経
律
の
中
に
は
、
世
尊
の
許
に
党
天
や
帝
釈
天
が
訪
ね
て
く
る
話
ゃ
、
天
界
や
地
獄
の
話
も
あ
る
。
天
(
神
)

や
想
像
の
領
域
で
あ
る
。

や
地
獄
は
輪
廻
を
説
明
す
る
上
で
は
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
ろ
う
が
、
眼
に
見
え
な
い
・
感
官
で
は
把
握
で
き
な
い
も
の
で
、
精
々
空
想

さ
て
各
自
の
現
実
的
な
実
経
験
に
訴
え
る
経
文
が
、
非
現
実
的
な
空
想
的
物
語
よ
り
も
古
い
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
が
問
題
で

あ
る
。
例
え
ば
『
相
応
部
』
第
一
巻
は
仏
や
仏
弟
子
と
神
々
や
魔
と
の
対
話
で
あ
り
、
韻
文
を
主
と
す
る
経
典
か
ら
な
る
。
神
々
や
魔
は

我
々
に
は
い
わ
ば
非
現
実
的
な
空
想
的
な
存
在
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
対
話
集
が
古
い
詩
句
を
含
む
こ
と
に
は
、
異
論
が
な
い
。

神
々
や
魔
が
登
場
し
て
い
る
か
ら
新
し
い
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
。
た
だ
仏
や
そ
の
弟
子
達
が
、
独
り
で
修
行
し
て
い
る
と
き
に
は
、

想
の
産
物
で
は
な
く
て
実
経
験
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

神
々
や
時
に
は
魔
が
現
れ
て
対
話
を
交
わ
す
と
い
う
体
験
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
想
定
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
経
典
も
ま
た
空

そ
こ
で
は
、
非
現
実
的
な
空
想
的
物
語
と
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
の
考
察
と
研
究
が
必
要
と
な
る
。

問
題
の
解
明
は
他
日
に
期
す
る
他
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

※
略
号
は
ほ
ぼ
、
村
上
真
完
・
及
川
真
介
「
パ

1
リ
仏
教
辞
典

仏
の
こ
と
ば
註

i
パ
ラ
マ
ツ
タ
・
ジ
ョ

1
テ
イ
カ

l
i付
篇

パ
1
リ
聖
典
ス
ッ
タ
・
ニ
パ
l
タ

註
索
引
・
辞
典
』
(
春
秋
社
、
二

O
O九
年
)
に
従
う
。

原始仏教聖典の二面性(村上)

(1)
「
色
」
は
、
「
い
ろ
か
た
ち
」
、
「
か
た
ち
」
の
他
に
、
「
も
の
」
、
「
体
」
、

「
身
体
」
、
「
物
質
」
、
「
物
質
的
現
象
」
、
「
物
質
的
な
も
の
」
、
「
物
質
的

要
素
」
、
な
ど
と
解
さ
れ
て
き
た
。
物
質
以
下
が
、
誤
解
で
あ
っ
て
読

者
を
迷
わ
せ
る
。
そ
の
早
い
例
が
、
中
村
元
・
紀
野
一
義

[
H
8
0
]

『
般
若
心
経
金
剛
般
若
経
』
(
岩
波
文
庫
)
で
、
「
色
」
を
「
物
質
的

現
象
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
の
薪
新
な
解
釈
は
広
く
流
布
し
て
い
る
。

誤
り
は
物
質
中
心
の
思
考
法
に
あ
る
。
次
に
中
村
等
訳
(
唱
・
由
)
と
原

文
(
司
・
当
時
邑
)
と
を
対
照
し
て
み
る
。

「
シ
ャ

1
リ
プ
ト
ラ
よ
。
こ
の
世
に
お
い
て
は
、
物
質
的
現
象
に
は

実
体
が
な
い
の
で
あ
り
、
実
体
が
な
い
か
ら
こ
そ
、
物
質
的
現
象
で

(
あ
り
得
る
の
で
)
あ
る
。
実
体
が
な
い
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
物

質
的
現
象
を
離
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
物
質
的
現
象
は
、
実
体
が

な
い
こ
と
を
離
れ
て
あ
る
の
で
は
な
い
。
(
こ
の
よ
う
に
し
て
、
)
お

よ
そ
物
質
的
現
象
と
い
う
も
の
は
、
す
べ
て
、
実
体
が
な
い
こ
と
で

あ
る
。
お
よ
そ
実
体
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
物
質
的
現
象
な
の
で

あ
る
」

(
F
Z
E宮

g
s宮
恒
吉
国
王
立
国
国
一
三
号
但
昌
吉
田
-

Z唱
m
E
E湾
己
g
r
u官
官
F
U
E苫
S
B
E湾
F
p
m
B宮田・

M福
島
吋

8
2
z
g
oロ
『
同

S
W
E
E
P
U『
g
M
E邑
畠
吉
田
)

問
題
は
品
宮
(
色
)
と
吉
田
宮

g
(空
で
あ
る
こ
と
、
空
性
)
の
解

釈
に
あ
る
。
中
村
も
註
に
お
い
て
詳
論
し
て
い
る
。
色
は
「
物
質
的
現

象
と
し
て
存
在
す
る
も
の
の
こ
と
」
(
唱
・

5
註
一

O
)
。
「
空
」
に
つ
い

て
は
「
「
な
に
も
な
い
状
態
」
と
い
う
の
が
原
意
で
あ
る
」
と
し
、
「
物

質
的
存
在
は
互
い
に
関
係
し
合
い
つ
つ
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

じ
し
よ
う

現
象
と
し
て
は
あ
っ
て
も
、
実
体
と
し
て
斗
主
体
と
し
て
、
自
性
と
し

て
は
捉
え
る
べ
き
も
の
が
な
い
。
こ
れ
を
空
と
い
う
」
と
(
唱
・

5
註一

ニ
。
ま
た
「
物
質
的
存
在
を
わ
れ
わ
れ
は
現
象
と
し
て
捉
え
る
が
、

現
象
と
い
う
も
の
は
無
数
の
原
因
と
条
件
に
よ
っ
て
刻
々
変
化
す
る
も

の
で
あ
っ
て
、
変
化
し
な
い
実
体
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
全
然
な
い
。

ま
た
刻
々
変
化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
現
象
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
を

わ
れ
わ
れ
が
存
在
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
」
と
(
唱
・
凶
町
一

註
二
二
)
。
こ
の
物
質
的
解
釈
に
疑
義
が
あ
る
。

【
物
質
の
意
味
用
法
}
「
物
質
」
と
い
う
邦
語
は
歴
史
の
浅
い
語
で
あ

る
。
漢
字
と
し
て
の
「
物
」
も
「
質
」
も
長
い
歴
史
が
あ
る
が
、
「
物

質
」
と
い
う
語
は
、
明
治
維
新
直
前
の
頃
、
翻
訳
語
と
し
て
新
た
に
考
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原始仏教聖典の二面性(村上)

案
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(
大
槻
文
彦
戸
由

gsS]
『
大
言
海
』

に
は
「
英
語
自
民
仲
間
円
の
訳
語
」
と
あ
る
)
。
小
学
館
『
日
本
国
語
大

辞
典
』
(
第
一
版
一
九
七
二
年
、
第
二
版
二

O
O
一
年
、
電
子
版

zeH者
唱
垣

-
V宮
島

Edq-a四国・
8
目
、
)
は
、
意
味
は
ほ
ぼ
①
金
銭

・
品
物
な
ど
の
、
も
の
。
②
自
然
界
を
構
成
す
る
要
素
の
一
つ
で
、
空

間
の
一
部
を
占
め
、
質
量
を
も
つ
も
の
。
③
哲
学
で
、
物
理
的
・
時
間

的
・
空
間
的
現
象
の
も
と
に
あ
る
持
続
的
基
体
、
な
ど
と
い
い
、
詳
し

い
典
拠
が
示
し
て
あ
る
。
問
題
の
②
に
は
宇
田
川
格
庵
『
舎
密
閉
宗

(
せ
い
み
か
い
そ
う
)
』
(
広
告
自
白
)
等
が
引
か
れ
る
。
但
し
私
が
中

村

学

圏

大

学

図

書

館

Fz骨計G喝一
ζ¥言
唱
4唱司.匡犀押
σ》y.
ロE匝
W
自

『苫ヨ。g↑明
匝
停W
己貝、言回BE@a仲EB5一。E但邑島
.z目
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
天
保
七

[
H

H
∞
臼
由
]
年
八
月
望
宇
田
川
格
識
と
い
う
識
語
に
続
く
巻
一
に
次
の

文
が
出
て
い
る
。
「
溶
解
は
物
質
稀
泊
す
る
の
み
に
し
て
変
更
せ
ず
諭

ば
水
に
塩
を
溶
し
阿
爾
笛
児
に
精
泊
を
和
す
る
が
知
し
」
と
あ
る
。
つ

ま
り
化
学
に
お
い
て
「
溶
解
と
い
う
の
は
物
質
が
稀
薄
に
な
る
だ
け
で

変
更
し
た
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
水
に
塩
を
溶
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

精
油
を
混
ぜ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
意
で
、
物
質
は
変
更
し

な
い
と
明
言
し
て
い
る
。
「
物
質
」
と
は
明
治
維
新
以
前
三
二
年
前
の

こ
の
例
で
も
、
不
変
な
も
の
と
理
解
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

物
質
の
①
「
金
銭
・
品
物
な
ど
の
、
も
の
」
の
意
味
は
、
今
の
仏
典

に
は
関
係
が
な
い
。
②
と
③
の
意
味
で
の
物
質
は
ほ
ぼ
恒
常
で
永
遠
な

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
物
質
に
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
核
反
応
や
放
射

性
物
質
の
場
合
ま
で
を
含
め
る
と
、
物
質
も
変
化
し
て
、
物
質
の
質
量

は
解
す
る
。
村
上
戸

SM]
「
般
若
経
類
の
空
思
想
と
ウ
パ
ニ
シ
ヤ

ド
」
(
『
真
野
龍
海
博
士
領
寿
記
念
論
文
集
「
般
若
波
羅
蜜
多
思
想
論

集
」
』
山
喜
一
房
仏
書
林
、
困
者
・
詰
z
ロ
凶
)
、
同

[Sgn]
「
色
即
是
空

(
包
宮
吾
首
ロ
百
件
同
)
原
意
考
」
(
浄
土
宗
学
院
『
悌
教
諭
叢
』
第
一
一
一

六
号
、
署

-g-g)、
同

[HS叩
]
「
空
性
(
恥

E
U
B
F空
で
あ
る
こ

と
)
考
」
(
『
悌
教
諭
叢
」
第
一
一
一
九
号
、
若

-H4'M由
)
参
照
。

金
沢
篤

[
M
2
0
]

「
発
文
『
般
若
心
経
』
(
小
本
)
の
「
空
」
」
(
「
駒

沢
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
六
人
号
、

3
・Mg'HS)
は
、
拙

文
以
外
の
従
来
の
翻
訳
と
解
釈
を
網
羅
し
縦
横
に
批
判
し
訂
正
し
て
い

る
が
、
氏
自
身
の
見
解
は
こ
と
ば
足
ら
ず
で
明
快
で
は
な
い
。

原
田
和
宗

[
M
2
0
]

『
「
般
若
心
経
」
成
立
史
|
大
乗
仏
教
と
密
教

と
の
交
差
路
』
(
大
蔵
出
版
)
の

「
〔
五
箇
の
諸
基
幹
の
う
ち
、
]
(
同
曲
)
物
質
(
色
)
は
〈
空
性

V
B詳・

空
で
あ
る
こ
と
・
・
[
物
質
の
自
己
本
質
を
]
欠
如
す
る
こ
と
)
で
あ

り
」
、
(
思
)
〈
空
性
V
こ
そ
(
雪
白
)
が
物
質
な
の
で
あ
る
。

(
国
同
)
物
質
と
は
別
個
に
〈
空
性
V
は
な
く
、

(HF)
〈
空
性
V

と
は
別
個
に
物
質
は
な
い
。
(
下
略
)
」
(
唱
-
H

日
)

と
い
う
訳
文
は
、
中
村
訳
を
継
承
し
さ
ら
に
不
可
解
な
造
語
と
作
文
の

よ
う
で
、
物
質
中
心
の
思
考
法
の
混
迷
を
免
れ
て
は
い
な
い
。

渡
辺
章
悟

[Mg由
]
『
般
若
心
経
テ
キ
ス
ト
・
思
想
・
文
化
』

(
大
法
輪
閤
)
は

「
か
た
ち
あ
る
も
の
(
色
)
は
空
の
性
質
を
持
つ
も
の
(
空
性
)
で

あ
り
、
空
の
性
質
を
持
つ
も
の
こ
そ
が
、
ま
さ
に
か
た
ち
あ
る
も
の

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
化
し
て
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
で
も
な
け
れ

ば
、
物
質
は
変
化
し
な
い
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
「
物
質
」
は
多
様
で
は

あ
る
が
、
我
々
に
感
官
を
介
し
て
直
接
に
知
覚
さ
れ
、
あ
り
あ
り
と
意

識
さ
れ
る
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
む
し
ろ
眼
に
も
見
え
ず
感
官
に
よ
っ

て
も
感
じ
ら
れ
な
い
、
意
識
さ
れ
な
い
も
の
が
多
い
で
は
な
い
か
。

【
中
村
説
批
判
と
私
見
】
中
村
元
批
判
に
は
、
和
辻
哲
郎
批
判
が
前
提

で
あ
る
。
和
辻

[HS閉
]
『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』
は
、
い
わ
ば
実

感
(
知
覚
)
に
基
づ
く
仏
教
を
理
屈
(
分
別
)
の
哲
学
に
改
変
し
た
。

そ
の
影
響
を
中
村
が
受
け
て
い
る
(
和
辻
批
判
に
つ
い
て
は
村
上

[凶

g
曾
]
「
知
覚
(
体
験
)
に
基
づ
く
仏
教
か
理
屈
(
理
性
)
に
基

づ
く
仏
教
か
|
和
辻
哲
郎
を
手
掛
か
り
に
|
」
『
論
集
』
第
三
六
号
、

署

-Hgム
g
)。
中
村
が
色
即
是
空
:
・
を
解
釈
す
る
姿
勢
は
、
自
ら
の

実
感
(
知
覚
)
を
離
れ
た
、
い
わ
ば
客
観
的
な
理
屈
の
構
築
で
あ
る
。

「
物
質
」
は
自
然
科
学
の
用
語
で
あ
ろ
う
。
中
村
の
物
質
観
は
科
学
で

も
あ
る
ま
い
。
で
は
「
物
質
的
現
象
」
は
仏
教
的
か
。
こ
れ
が
誤
解
を

招
く
。
狭
義
の
「
色
」
は
眼
に
見
え
る
色
・
形
の
類
で
あ
る
が
、
広
義

の
「
色
」
は
生
き
て
い
る
我
々
の
身
体
と
感
官
と
の
諸
要
素
で
あ
り
感

官
や
意
識
の
対
象
と
な
る
も
の
で
、
知
覚
さ
れ
感
じ
ら
れ
意
識
さ
れ
観

想
の
対
象
と
な
る
。
そ
れ
は
物
質
的
現
象
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
分
の

身
体
的
な
現
象
で
あ
ろ
う
。
「
空
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
例
え
ば
「
色

が
空
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
っ
て
、
色
の
中
に
は
、
我
(
自
我
、
魂
)
も

我
所
(
自
分
の
も
の
)
も
な
く
、
こ
と
ば
の
意
味
す
る
自
己
同
一
性

(
自
性
)
も
な
い
、
と
い
う
意
味
で
空
(
か
ら
、
ク
ウ
)
で
あ
る
と
私
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な
の
で
あ
る
。
(
下
略
)
」
(
唱

-
E
S

「
か
た
ち
あ
る
も
の
」
の
「
あ
る
も
の
」
は
余
計
で
、
こ
れ
で
は
狭
義

の
色
も
示
さ
れ
ず
、
五
慈
の
色
の
殆
ど
全
て
も
排
除
さ
れ
た
誤
訳
に
な

る
。
空
性
は
「
空
の
性
質
を
持
つ
も
の
」
で
は
な
く
、
空
で
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
空
で
あ
る
と
い
う
性
質
(
存
在
)
で
あ
る
。

中
村
元

[HS白
]
は
『
仏
教
語
大
辞
典
』
(
東
京
書
籍
)
の
「
色
」

の
項
に
お
い
て
、
「
形
あ
る
も
の
の
意
味
が
あ
り
」
、
「
物
質
現
象
」
、

「
物
質
」
、
「
物
質
一
般
」
、
「
物
質
的
存
在
」
、
「
物
質
的
現
象
」
等
と
い

う
解
釈
を
示
し
、
「
色
即
是
空
」
の
誤
解
を
繰
返
し
て
い
る
。

古
く
木
村
泰
賢

[HSM]
『
原
始
仏
教
思
想
論
』
(
『
木
村
泰
賢
全
集
』

第
三
巻
、
同
呂
田
年
版
)
に
、
名
色
(
心
身
)
の
色
を
「
物
質
的
要
素
」
「
物

的
要
素
」
と
い
い
、
ま
た
「
肉
体
的
要
素
」
と
説
明
す
る
(
司
-E∞)
0

五

蓮
の
説
明
で
は
「
色
(
品
官
物
質
)
」
と
い
い
(
喝
・
呂
同
)
、
ま
た
「
無

色
界
の
有
情
に
色
法
即
ち
物
質
が
あ
る
か
否
か
」
(
唱

-E臼
)
と
も
い
う
。

さ
ら
に
同
[
冨
岡
町
]
「
仏
教
心
理
論
に
お
け
る
心
作
用
分
類
の
発
達
」

(
『
宗
教
研
究
』
新
第
二
巻
第
二
号
、
大
正
十
四
年
三
月
、
唱

-EH
『阿

毘
達
磨
論
の
研
究
』
大
法
輪
関

sgu唱
-ga)
に
は
「
色
(
物
質
)
」
と

あ
る
。
こ
れ
ら
が
色
を
物
質
と
解
し
た
早
い
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
重

大
な
誤
り
と
な
る
こ
と
に
気
づ
い
た
人
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

桜
部
建
ロ

84]
「
存
在
の
分
析
(
『
倶
舎
論
』
第
一
章
・
第
二
章
)
」

(
中
央
公
論
社
『
大
乗
仏
典
』
切
・
臼
宮
内
)
は
広
義
の
色
を
物
と
訳
し
、

桜
部

[HS旦
『
倶
舎
論
の
研
究
」
(
法
蔵
館
、
若
・
器
開
)
で
は
「
物

質
」
と
改
め
る
。
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ア
ル
ボ
ム
ッ
レ
・
ス
マ
ナ
サ
1
ラ
藤
本
晃
『
ブ
ツ
ダ
の
実
践
心
理

学
物
質
の
分
析
』
(
ア
ピ
ダ
ン
マ
講
義
シ
リ
ー
ズ
第
一
巻
、
株
式
会

社
サ
ン
ガ
、
一
一

O
O五
年
)
は
、
物
質
や
エ
、
不
ル
ギ
1
に
つ
い
て
の
科

学
的
な
知
識
と
比
総
の
類
を
総
動
員
し
て
色
の
類
(
狭
義
、
広
義
)
を

詳
細
に
銭
舌
に
説
明
し
て
い
る
。

【
原
始
仏
典
の
誤
訳
の
諸
例
}
中
村
一
冗
監
修
で
春
秋
社
か
ら
公
刊
さ
れ

た
『
原
始
仏
典
』

(
M
O
O
U
N
O
C
印
)
に
は
、
広
義
の
「
色
」
に
対
し
て

多
く
は
「
物
質
」
な
ど
と
い
う
訳
語
が
統
一
な
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
羽
矢
辰
夫

[NS品
]
訳
(
「
原
始
仏
典
第
四
巻
中
部
経

典
I
』官同
ySω
一
向
)
は
、
五
十
組
の
色
を
「
身
体
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ

れ
は
確
か
に
当
た
っ
て
い
る
例
も
あ
る

(
U
F
-
E∞
由
吉
岡
t
s
o曲目

5
2
M
品
目
}
由
自
身
は
老
い
た
)
。
し
か
し
身
体
を
意
味
す
る
原
語
は
別

に
あ
る

(
E
F
a
E
p
e
g
)。
ま
た
邦
語
の
身
体
や
体
は
、
こ
れ

を
部
分
や
要
素
や
属
性
な
ど
に
分
析
し
て
見
る
も
の
で
は
な
い
。
広
義

の
色
は
肉
体
の
構
成
部
分
や
そ
の
要
素
や
属
性
を
も
指
す
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
観
想
す
る
の
で
あ
る
o

色
を
身
体
や
体
と
だ
け
理
解
す
る
わ
け

に
は
行
か
な
い
。
よ
っ
て
私
は
こ
れ
に
賛
成
し
な
い
。

平
木
光
三
[
日
。
。
串
]
「
牛
の
番
人
の
喰
え
大
放
牧
経
」
(
『
原
始
仏

典
第
四
巻
中
部
経
典
I
』
冨
y
S
H
R・
)
は
、
牧
牛
者
が
知
っ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
「
色
」
で
も
比
丘
が
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

「
色
」
で
も
、
一
貫
し
て
「
色
か
た
ち
あ
る
も
の
」
と
訳
す
。
「
色
か

た
ち
」
な
ら
ば
、
狭
義
の
色
だ
け
な
の
で
、
全
く
の
誤
り
で
は
な
い
が
、

「
あ
る
も
の
」
と
い
う
語
を
加
え
る
と
、
不
可
解
で
あ
る
。
眼
に
見
え

原始仏教聖典の二面性(村上)

核
融
合
や
核
分
裂
を
別
と
す
れ
ば
物
質
は
不
滅
で
あ
る
と
い
う
。
し
か

し
上
の
例
で
は
人
(
生
類
)
の
死
後
に
も
そ
の
霊
(
魂
)
が
存
続
す
る

の
か
ど
う
か
が
、
問
題
な
の
で
あ
る
。
も
し
霊
(
魂
)
が
存
続
す
る
と

す
れ
ば
、
そ
の
霊
一
(
魂
)
が
「
物
質
的
な
」
の
か
。
そ
う
い
う
理
解
や

言
説
は
、
私
に
は
奇
異
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
や
言
説
を

パ
i
リ
仏
典
の
解
釈
に
持
ち
込
む
根
拠
も
理
由
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ

の
問
題
は
仏
教
で
い
う
色
(
耳
切
阻
)
の
意
味
内
容
の
理
解
に
関
わ
っ

ル
i
パ

て
い
る
o

仏
典
に
お
い
て
色
は
無
常
で
あ
り
苦
で
あ
り
非
我
で
あ
る
と

い
う
。
そ
れ
は
恒
常
で
は
な
く
て
寧
ろ
瞬
間
的
で
あ
り
、
一
瞬
一
瞬
に

生
じ
て
は
消
え
る
の
で
あ
る
。

{
原
典
に
基
づ
く
色
の
解
明
】

-
【
色
の
一
般
的
な
用
例
】
容
姿
、
容
貌
、
容
色
、
顔
色
、
色
艶
宿
泊
・

ω
百

p
k同-
H

・唱唱・]戸内)。

「
諸
々
の
色
の
た
め
に
(
耳
目
】

g
ロ
)
人
々
は
放
逸
に
な
っ
て
悩
ま
さ

れ
る

(
E
3
8丘
)
。
」
(
き
・
ロ
N
H
F
)

「
悩
ま
さ
れ
る
守
口
司
唱
曲
itu
苦
し
め
ら
れ
る
)
と
い
う
の
で
、
そ
れ

ゆ
え
に
色
と
呼
ば
れ
る
よ
(
何
回
戸
司
・
呂
田
tE
色
の
特
徴
日
定
義
)
0

2

【
認
識
領
域
(
十
二
処
一
六
内
処
、
六
外
処
)
に
お
け
る
色
は
狭
義
の

色
】
こ
れ
は
限
に
見
え
る
、
一
瞬
だ
け
限
に
映
る
色
で
あ
る
。

3

【
五
離
の
色
は
広
義
の
色
】
五
感
と
そ
の
対
象
か
ら
な
る
一
感
じ
ら
れ
意

議
さ
れ
る
も
の
。
「
も
の
」
と
は
何
か
。
そ
れ
は
法
(
島
町
白
B
E由
要
素
、

属
性
)
で
あ
り
、
以
下
の
通
り
。

4

【
色
慈
の
原
因
・
条
件
は
四
大
要
素
(
四
大
、
大
種
自
由
F
P
-母
国

ig)】

る
色
だ
け
で
は
な
い
広
義
の
色
は
、
「
色
か
た
ち
あ
る
も
の
」
な
の
か
。

そ
う
で
は
な
い
。
広
義
の
色
は
、
自
分
の
感
官
を
も
っ
て
身
を
も
っ
て
、

更
に
は
意
識
を
も
っ
て
感
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
o

そ
の
「
も
の
」
と

は
何
か
。
後
に
触
れ
る
。

死
後
の
霊
魂
(
我
)
は
色
が
あ
る
も
の
守
口
唱
皆
、
有
色
)
か
否

(
田
昌
司
自
、
無
色
)
か
と
い
う
議
論
が
あ
る

(
b・
阿
国
・
司
・
呂
田
H
)
0

こ

れ
を
浪
花
宣
明

[
M
g
u
w
M
g
印
]
(
『
原
始
仏
典
第
一
巻
長
部
経
典

I
』
春
秋
社
、

E
U由
u
g
W
A
S
-
「
原
始
仏
典
第
六
巻
中
部
経
典
E
』

明
白
由
)
は
「
物
質
的
要
素
か
ら
な
(
成
)
り
L

、
「
精
神
的
要
素
か
ら

な
(
成
)
り
」
と
訳
す
。
岡
田
行
弘
(
『
原
始
仏
典
第
三
巻
長
部
経
典

E
』
春
秋
社

N
C
O
品w
u
・5
∞
)
も
「
自
我
は
物
質
的
な
も
の
で
あ
り
L

、

「
ク
非
物
質
的
な
も
の
で
あ
り
L

と
訳
す
。
私
は
、
霊
魂
(
我
、
自

我
)
を
「
物
質
的
要
素
か
ら
な
る
」
と
か
「
物
質
的
な
も
の
」
と
解
す

る
霊
魂
感
も
、
そ
の
よ
う
な
言
語
感
覚
を
も
理
解
で
き
な
い
。
「
色

(
包
官
)
」
を
「
物
質
L

な
ど
と
解
し
た
の
は
、
中
村
[
凶
器
ou
回申斗印]

ゃ
、
桜
部
建
(
呂
田

4
L虫
色
等
を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
私
は
、
こ
れ
を
疑
問
に
思
う
。
確
か
に
色
は
或
る
種
の
物
質

(
例
え
ば
赤
い
土
、
顔
料
、
塗
料
、
染
料
)
の
属
性
(
性
質
二
亦
さ
、

赤
色
)
と
し
て
そ
れ
(
物
体
)
と
不
可
分
で
あ
る
。
私
の
体
(
身
体
)

も
物
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
生
き
て
い
る
体
は
呼
吸
し
食
物
を
摂
取
し

排
池
し
、
新
陳
代
謝
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
し
か
し
私
の
体
に
入
っ
て

き
た
物
質
は
、
形
や
性
質
を
変
え
て
体
外
に
排
出
さ
れ
て
も
無
く
な
る

の
で
は
な
い
。
物
質
は
循
環
す
る
。
つ
ま
り
物
質
は
無
常
で
は
な
い
。
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大
種
は
体
内
外
の
地
・
水
・
火
風
で
あ
る
(
何
回
・

3
・5
H
自
1
5
N
J

h
h・
出
戸
唱
-
H
4
E
J

『
雑
阿
含
』
(
五
人
)
)
。
が
、
し
か
し
物
質
で
は
な
い
o

vv回
冨
と
は
生
き
物
、
精
霊
、
神
祇
の
類
で
あ
る
(
め
z・M
M
M
)
。
地
は
大

地
の
女
神
、
水
は
女
神
達
、
火
も
風
も
本
来
は
神
で
あ
り
、
神
々
は
人
体

に
も
入
る
。
四
大
種
は
、
い
わ
ば
四
つ
の
大
き
な
生
き
物
と
い
う
要
素

(
四
大
生
命
要
素
)
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

5
{色
は
四
大
と
四
大
所
造
色
】
(
ミ
門
司
-
N
N
O
M
E
-
b
・〈・唱

-E∞己
J

『雑

阿
合
経
』
(
一
二
四
九
)
一
回
国
同
署

-
S
E
J
由N
H
M
J

『
雑
阿
含
』
(
四
ご
)
。

四
大
の
詳
説
(
出
向
-
H
署

-HElsf
『
中
阿
含
』
巻
七
(
一
一
一

O
)
「象

跡
険
経
」
一
月

F
怠
含
l

怠
斗
白
)
。

内
的
な
地
の
要
素
一
一
粗
く
堅
い
一
地
の
特
殊
な
現
象
的
な
性
質
一
体
の

構
成
部
分
(
部
位
)
十
九
種
(
漢
訳
で
は
十
七
種
)
。

内
的
な
水
の
要
素
一
水
や
水
に
含
ま
れ
る
も
の
一
体
内
の
水
分
と
体
外

に
排
出
さ
れ
る
水
分
一
体
の
構
成
要
素
十
二
種
(
漢
訳
で
は
十
三
種
)
。

内
的
な
火
の
要
素
一
火
の
特
殊
な
現
象
的
な
性
質
一
体
温
や
老
化
や
消

化
の
機
能
一
身
体
機
能
。

内
的
な
風
の
要
素
一
風
の
現
象
的
な
性
質
一
呼
吸
や
気
一
身
体
機
能
七

種
(
漢
訳
で
は
十
一
種
)
。
以
上
は
観
想
の
対
象
と
な
る
。

外
的
な
池
の
要
素
は
大
地
で
あ
る
。
外
的
な
水
や
火
や
風
の
要
素
が
怒

る
と
、
大
洪
水
、
大
火
災
、
大
風
と
い
う
自
然
現
象
と
し
て
猛
威
を
振
る

う
。
し
か
し
そ
の
猛
威
も
ま
た
止
む
の
で
あ
り
、
無
常
な
の
で
あ
る
0

6

【
四
大
所
造
色
(
大
種
所
造
、
所
造
色
)
】
こ
れ
は
五
感
(
五
根
)
と
そ
の

内
外
の
対
象
(
五
境
)
。
触
と
総
数
に
関
し
て
は
異
説
が
あ
る
。
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a
有
部
説
一
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
の
五
感
(
五
根
)
と
、
そ
の
対
象

で
あ
る
色
・
声
・
香
・
味
・
触
(
所
触
、
触
れ
ら
れ
体
感
さ
れ
る
も
の
)
0

但
し
触
(
所
触
)
は
所
造
色
で
も
あ
り
大
穫
で
も
あ
る
。
五
感
(
根
)
は

浄
色
(
包
唱
回
目
官

g
E国
)
で
あ
る
(
「
雑
阿
含
」
巻
十
二
一
(
一
一
一
一
一
一
一
)
一
月

N

・2
口
)
。
無
表
色
(
ミ
む
宮
、

1
r
行
為
の
後
に
残
る
悪
ま
た
は
善
を
妨
げ

る
力
、
特
に
受
戒
に
よ
っ
て
身
に
つ
い
た
防
悪
の
力
)
も
大
種
所
造
で
あ

る
(
『
倶
舎
論
」
巻
一
一
一
己
申
・
∞
n
E
J
与
国
ご

-M20

b
パ
l
リ
上
座
部
説
一
五
感
と
色
・
声
・
香
・
味
の
九
つ
は
有
部
と
共

通
で
あ
る
が
、
無
表
色
を
説
か
な
い
。
触
(
所
触
処
)
を
所
造
色
と
し
な

い
。
更
に
女
根
(
女
性
機
能

E
Eロ
島
民
可
同
)
・
男
根
(
男
性
機
能

唱ロ江
mw
広
島
民
百
一
)
・
命
根
(
生
命
機
能
同
乱
丘
ぽ
内
庄
司
同
)
・
心
基

(
F
邑

ap

g詳
]
居
、
心
臓
の
血
に
あ
る
と
い
う
意
界
と
意
識
界
の
基
体
)
・
身
表

示

(
E
3
i出
回
同
仕
立
)
・
語
表
示

(gaE河
)
・
虚
空
要
素
(
空
界
m
H
押
印

8
・

や
わ
ら
か
さ

円
四
位
ロ
)
・
色
の
軽
快
性
(
巴
一
宮
田

S
E
E
S
)
・
色
の
柔
軟
性

(
O

S
E
r
H
S
)
・
色
の
作
業
適
性
(
ク
町
民
国

B
E
E巴
釘
)
・
色
の
積
集

(
ク
ロ
宮

guB)
・
色
の
相
続
(
ク

E
巳
巳
時
)
・
色
の
老
化
(
。

さ

』匝

B
S
)
・
色
の
無
常
性

(
o
a
E
S
S
)
・
丸
め
た
飯
の
食
物
(
段
食

】

g
E一
臣
民
背
阻
害
問

g)
の
十
五
を
加
え
た
二
四
種
と
す
る

(
U
F
め
間
町
田
4

R
J〈
Z
S
-
M
L
E
)
0
心
基
を
除
き
触
処
と
水
要
素
(
水
界
的
壱
中
島
何
回
忠
信
)

を
加
え
る
二
五
種
説
(
ミ
ト
ロ
-
-
Y
N
E
:
b
b・何回

yg)
等
が
あ
る
。
女

根
等
の
六
種
と
色
の
七
種
の
性
質
(
属
性
)
と
は
、
体
の
機
能
や
作
用
で

『
八
千
領
般
若
経
』

あ
り
、
虚
空
要
素
は
色
を
区
画
し
体
内
の
空
隙
と
な
り
、
段
食
は
生
命
を

繋
ぐ
。
こ
れ
ら
も
ま
た
感
じ
ら
れ
意
識
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

【
結
び
}
以
上
、
色
の
集
ま
り
(
色
の
類
、
色
慈
)
に
つ
い
て
、
広
く
大

雑
把
に
見
た
が
、
い
ず
れ
の
色
も
「
感
じ
ら
れ
意
識
さ
れ
る
も
の
」
と
い

う
色
の
特
徴
(
{
喜
義
)
に
反
し
な
い
。
そ
し
て
そ
の
「
も
の
」
と
は
、
構

成
部
分
、
構
成
要
素
・
属
性
・
機
能
・
作
用
な
ど
で
あ
り
、
法

(
島
町
田
回
目
白
)
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
る

(
S師
三
・
唱
・
企
5自
)

0

[
以
上
は
平
成
一
一
二
年
九
月
十
一
日
、
立
正
大
学
に
お
け
る
日
本
印
度
学

仏
教
学
会
に
お
い
て
配
布
し
た
資
料
の
改
定
版
で
あ
る
。
]

(2)
二
一
枚
充
恵

[
H
S
∞
]
『
初
期
仏
教
の
思
想
』
(
東
洋
哲
学
研
究
所
)

同
省
島
問
は
無
記
説
の
資
料
を
分
類
し
列
挙
し
て
、
無
記
説
で
は
我
の

問
題
は
含
ま
れ
な
い
と
指
摘
し
た
。
漢
訳
「
長
阿
含
』
巻
十
七
(
二

八
)
布
托
婆
棲
経

(
N
H
-
H
H
E
)
に
我
と
世
間
を
も
論
題
に
し
た
十

六
命
題
(
問
)
説
が
あ
る
こ
と
を
不
問
に
し
た
の
で
あ
る
。

異
説
に
対
処
す
る
仏
の
態
度
に
つ
い
て
、
石
飛
道
子

[
M
o
o
d

「
ブ
ツ
ダ
と
龍
樹
の
論
理
学
』
(
株
式
会
社
サ
ン
ガ
、
司
・
弓
斗
)
は
、

「
論
争
し
て
は
な
ら
な
い
」
、
「
論
争
す
る
な
」
と
い
う
視
点
を
見
出
し

て
い
る
。
こ
の
見
方
は
無
記
説
に
つ
い
て
も
当
て
は
ま
る
。
相
手
を
喜

ば
せ
る
と
い
う
姿
勢
は
仏
の
説
法
に
お
け
る
特
色
で
あ
る
。
仏
が
カ
ツ

サ
パ
(
迦
葉
)
兄
弟
を
教
化
し
た
物
語
(
ヨ
ロ

-
H
3・EBE)
は
そ
の

こ
と
を
よ
く
語
っ
て
い
る
。
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に
お
け
る
菩
薩
の
階
位
に
つ
い
て

は
じ
め
に

鈴

木

健

太

『
八
千
填
般
若
経
』
(
以
下
『
八
千
領
』
)
、
小
品
系
般
若
経
は
四
階
位
の
菩
薩
を
説
く
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
し
ば
し
ば
大
乗
独
自
の
菩

薩
の
階
位
の
一
つ
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
き
が
)
O

し
か
し
、
そ
う
し
た
研
究
を
振
り
返
っ
た
と
き
、
四
階
位
に
相
当
す
る
言
葉
の
有
無
に

り
み
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

焦
点
が
絞
ら
れ
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
階
位
が
『
八
千
噴
』
に
お
い
て
ど
う
い
う
意
味
づ
け
を
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、
充
分
に
か
え

一
方
で
、
菩
薩
の
四
階
位
(
あ
る
い
は
一
生
補
処
を
除
く
三
階
位
)
は
『
八
千

額
』
の
主
要
テ
1
マ
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
前
提
の
も
と
に
、
「
八
千
頃
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
章
を
各
階
位
に
配
当
す
る
と
い
う
形
で
「
八

千
填
』
の
分
析
を
進
め
る
動
き
も
見
ら
れ
だ
o

本
小
論
で
は
、
い
っ
た
ん
そ
の
前
提
を
離
れ
た
上
で
、
『
八
千
頃
』
の
文
脈
の
中
で
四
階

位
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
点
、
及
び
『
八
千
墳
』
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
階
位
が
ど
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
点
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
八
千
填
』
に
お
け
る
菩
薩
の
階
位
の
有
様
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
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